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はじめに 

笹川平和財団海洋政策研究財所では、人類と海洋の共生の理念のもと、国連海洋法条約

およびアジェンダ21、The Future We Want、2030アジェンダ等に代表される新たな海洋

秩序の枠組みの中で、国際社会が持続可能な発展を実現するため、総合的・統合的な観点

から海洋および沿岸域にかかわる諸問題を調査分析し、広く社会に提言することを目的と

した活動を展開しています。その内容は、当研究所が先駆的に取組んでいる海洋および沿

岸域の統合的な管理、排他的経済水域や大陸棚における持続的な開発と資源の利用、海洋

の安全保障、海洋教育、海上交通の安全、海洋汚染防止など多岐にわたっています。 

このような活動の一環として、当財団ではボートレースの交付金による日本財団の支援

を受け、2013年度より3ヶ年計画で「沿岸域総合管理教育の導入に関する調査研究」を実

施しました。 

2013年に閣議決定された海洋基本計画の12の政府が総合的計画的に講ずべき施策のう

ち、9番目に「沿岸域の総合的管理」が挙げられ、12番目に「海洋に関する国民の理解の増

進と人材育成」が挙げられました。その中で、「大学等において、学際的な教育及び研究

が推進されるようカリキュラムの充実を図る」と記載されています。この2つを結び付けて

考えれば、陸域・海域の一体的管理を進める沿岸域総合管理を実践する人材を育成するた

め、大学において沿岸域総合管理を実践する学際的・分野横断的な教育体制を整えていく

ことが重要であると考えられます。具体的には、各大学等において、沿岸域総合管理に関

する学際的教育および研究が推進されるよう開発されたカリキュラムを導入し、地域社会

と連携しながら人材育成に取り組んでいくことが必要であると考えられます。 

本調査研究は、先行研究である｢総合的沿岸域管理の教育カリキュラム等に関する調査

研究（2010年度‐2012年度）｣の取り組みを発展させ、先行研究で開発された大学におけ

る沿岸域管理の教育カリキュラムの導入促進のための方策について検討を行い、その実現

を目指すものです。 

 最終年度である 2015 年度は、大学・大学院における沿岸域総合管理教育の導入と、教

材の作成を継続的に推進するとともに、自治体職員に対する研修の策定を目指した「海洋・

沿岸域の人材育成」の実施を研究の柱としました。 

 本報告書は、「沿岸域総合管理教育の導入に関する調査研究委員会」で検討いただき、そ

の結果をもとに、各分野を代表する専門家のご協力を得て、自然科学、人文科学の両面か

ら沿岸域総合管理教育の導入についてとりまとめまたものです。 

 本報告書を我が国の沿岸域総合管理教育の導入を検討する際の基礎資料の一つとして役

立てていただければ幸いです。 

最後になりましたが、本事業の実施にあたって熱心なご審議を頂きました「沿岸域総合

管理教育の導入に関する調査委員会」の各委員と、さらには本事業にご支援をいただきま

した日本財団、その他多くの協力者の皆様にこの場を借りて厚く御礼申し上げます。 

 

2016 年 3月 

公益財団法人笹川平和財団 

海洋政策研究所長 寺島 紘士
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第１章 研究概要 

 

１ 背景と目的 

平成 19 年に施行された海洋基本法の 12 の基本的施策においては、「国は、（中略）、自

然的社会的条件からみて一体的に施策が講ぜられることが相当と認められる沿岸の海域及

び陸域について、その諸活動に対する規制その他の措置が総合的に講ぜられることにより

適切に管理されるよう必要な措置を講ずるものとする。（第 25 条）」と沿岸域（陸域及び海

域）を一体的に管理することの重要性を指摘し、必要な措置を求めている。 

また、海洋基本法第 20 条（海上輸送の確保）、第 23 条（海洋科学技術に関する研究開

発の推進等）、第 24 条（海洋産業の振興及び国際競争力の強化）及び第 28 条（海洋に関

する国民の理解の増進等）においては、海洋に関する施策を推進するために必要となる人

材の育成に関する必要な措置を実施することを求めている。 

この様な背景を踏まえ、2010 年度から「総合的沿岸域管理の教育カリキュラム等に関す

る調査研究」を実施し、大学教育におけるモデルカリキュラムを作成するとともに、モデ

ルカリキュラムを活用した各大学における沿岸域総合管理教育の導入方策についても予備

的検討を行った。 

2013 年度からは、「沿岸域総合管理教育の導入に関する調査研究」を実施し、岩手大学

を中心とする大学院連携構想、高知大学を中心とする四国 5 大学連携による統合的海洋管

理教育プログラムの設置、さらには放送大学による沿岸域管理教育のオンライン授業の試

行に協力し、必要な検討・支援を行った。また、2014 年度には、沿岸域総合管理に関する

教育・研究の入門書である『沿岸域の総合的管理入門』の原稿作成を行い、沿岸域の総合

的管理について自然科学、人文科学の両面からその内容、特性と取組みについて整理し、

沿岸域総合管理教育のテキストとして活用できる資料をとりまとめた。 

これらの調査研究の実施により得られた知見を踏まえ、2015 年度の「海洋・沿岸域管理

を担う人材育成に関する調査研究」においては、大学・大学院における沿岸域総合管理教

育の導入と、教材の作成を継続的に推進するとともに、海洋・沿岸域管理の最前線を担う

自治体職員を対象としたプログラムの検討や沿岸域総合管理に関する認知度の向上及び潜

在的な需要の掘り起こし、社会人や市民を対象とした教育の検討といった海洋・沿岸域管

理を担う人材育成に関する発展的な調査研究を中心に実施することとした。 

本調査研究の実施においては、我が国における海洋教育促進に取り組んでいる日本財団

と密接に連携、協力するとともに、関連の調査研究事業である「沿岸域総合的管理の実施」

「学校教育における海洋教育拡充」とも連携しながら実施した。 

 

－ 1 －



8 

 

２ 研究体制 

本調査研究においては、海洋・沿岸域管理を担う人材育成に関する調査研究委員会（以

下「委員会」という。）において、社会的要請、科学的知見、教育現場等の実態を踏まえ、

総合的な見地から検討を行うとともに、個別大学へのヒアリング、教材作成、検収実施な

どを並行して進めた。 

 

2015年度「海洋・沿岸域管理を担う人材育成に関する調査研究委員会」委員名簿 

池田 龍彦 放送大学神奈川学習センター 所長 

※來生 新 
放送大学 副学長 

横浜国立大学 名誉教授 

御子柴 北斗 小浜市産業部 次長（農林水産課長事務取扱） 

国分 秀樹 三重県水産研究所鈴鹿水産研究室 主任研究員 

佐々木 剛 東京海洋大学海洋科学部 准教授 

土屋 誠 琉球大学 名誉教授 

寺島 紘士 笹川平和財団 海洋政策研究所長 

中田 英昭 
長崎大学 副学長 

長崎大学水産学部 教授 

中原 裕幸 
海洋産業研究会 常務理事 

横浜国立大学統合的海洋教育・研究センター 客員教授 

濵野 由人 三重県志摩市農林水産部 里海推進室長 

深見 公雄 高知大学 副学長 

松田 治 広島大学 名誉教授 

横内 憲久 日本大学理工学部 教授 

※委員長 （敬称略・50音順） 

 

３ 研究内容 

（１）大学における沿岸域総合管理教育の導入に向けた方策の検討、政策提言 

昨年度までの調査研究を引き継ぎ、我が国の大学における沿岸域総合管理教育の導入に

向けた方策についての検討、支援を継続し、導入促進に向けた政策提言をとりまとめる。 

 

（２）自治体職員に対する研修の実施 

本調査研究においては、前述の目的を達成するため、自治体の一般的職員を対象とした、

海洋・沿岸域に関する基礎的な研修（入門研修）プログラムを実践的に開発するために、

以下の研修を実施し、あり方、手法などの検討を行う。 

 

（３）大学・大学院における沿岸域総合管理教育の実施 

沿岸域管理教育プログラム開発の発展形として、大学・大学院での沿岸域総合管理に関

する短期のコース、授業を実施し、上記（2）自治体職員に対する研修の実施および下記（4）

入門書・教材作成の実施に対し、成果を反映する。 

－ 2 －
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（４）入門書・教材の作成 

2013 年度及び 2014 年度に実施した「沿岸域総合管理教育の導入に関する調査研究」に

おいて作成した海洋・沿岸域管理教育の入門書の原稿を編集し、出版を目指す。また、（2）

の研修に用いることを前提に、入門的かつ学際的・分野横断的な海洋・沿岸域に関す基礎

的な教材の作成について検討する。 

 

４ 研究経過 

本調査研究では、下記スケジュールで委員会を開催し、海洋・沿岸域管理を担う人材育

成に関して、社会的要請、科学的知見、教育現場等の実態を踏まえ、総合的な見地から検

討を行うとともに、個別大学へのヒアリング、教材作成、検収実施などを並行して進めた。 

 

調査研究委員会の開催実績 

2015 年 9月 11 日 第 1回委員会 

2016 年 3月 7 日  第 2回委員会 

 

各委員会の議事次第については、巻末の参考資料に添付する。 

 

 

 

 

 

 

－ 3 －
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第２章 自治体職員に対する研修の実施について 

 

１ 目的・背景 

（１）企画概要 

日本は、四方を海に囲まれた海洋国家であり、多くの地方自治体は海に面し、その恵み

を受けている。そのような地方自治体が、将来を見据え発展していくためには、海洋・沿

岸域管理の最前線を担う自治体の職員の方々が海洋と沿岸域の自然的・社会的側面に関し

て多角的に学び、それを活かすスキルを身に付けていく必要がある。そこで今回、自治体

の一般職員を対象に、海洋・沿岸域管理について入門研修を行うことで、沿岸域総合管理

に関する認知度の向上および潜在的な需要の掘り起こしを行うほか、参加者が情報を共有

し、意見を交換し、人的ネットワークを拡げていけることを目指して、2 回にわたり（第

1回：2月 11 日～2月 13 日、第 2回：2月 26 日～2月 27 日）「海洋・沿岸域入門研修」

を実施した。 

 

－ 4 －
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（２）カリキュラムの概要とシラバス 

 

－ 5 －
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海洋・沿岸域入門研修シラバス 

第 1回 

日程  テーマ 内容 

１日目 座学Ａ 海と沿岸域を活かし

た新しい地方創生 

海の総合的管理とは何かを世界的な流れの中

で解説し、沿岸域の総合管理について日本の

具体的な事例を用いて紹介する。 

オリエン 

テーション 

自己紹介 観光、特産、海洋で気になる点などを写真など

で地域紹介することで、自己の地域を客観的

に見直し、他地域へのアピールを考える。 

座学Ｂ 日本の海の環境と生

態系 

生態系を構成する生物たちが多様な関係を相互

に連携している様子を紹介し、その関係が環境

変化に伴って変化しうることを解説する。 

座学Ｃ 海洋・沿岸域の法制度 国の計画法の体系と地方公共団体の計画、海

の管理に関連する法制度の考え方について解

説する。 

２日目 事例紹介Ⅰ モデルサイトによる

里海での活動・実践事

例紹介 

既に沿岸域総合管理の考え方を取り入れ、実

践しているいくつかの自治体の事例について

紹介する。 

座学Ｄ 沿岸防災 自然と直接対峙する沿岸域では津波、高潮な

どに対する十全な防災・減災計画が必要であ

る。津波、高潮などの災害の起こる原因とその

メカニズムについて説明し、その対策をハー

ド・ソフトの両面から解説する。 

座学Ｅ 地方創生の取り組み

について 

政府の進める海洋・沿岸域の総合的管理に関

する政策、地方創生の政策、それらに基づく具

体的な施策について解説し、沿岸域の地方自

治体での適用について説明する。 

見学 東京湾、芝浦アイラン

ド、田町 

東京湾および周辺運河における事業の実施事

例を見学し、多くの関係者とのパートナーシ

ップの構築の重要性を発見する。 

３日目 座学Ｆ 合意形成概論Ⅰ 

（理論） 

事業形成における合意形成の位置づけ、重要

性について理解し、基本的なダイナミズムを

理解する。 

座学Ｇ 合意形成概論Ⅱ 

（手法） 

合意形成手法について、カルタ法、PCM 法、

KJ 法などについてケーススタディを通して

実践的に学ぶ。 

ワーク 

ショップ１ 

現状認識、課題発見 具体的な事例を参考に、現状認識と課題発見

を目的とした合意形成の実習を行う。 

－ 6 －
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第２回 

日程  テーマ 内容 

１日目 座学Ｉ 海の健康診断につい

て 

海洋・沿岸域の環境問題を的確に把握するこ

との重要性を認識し、それらを把握するため

に開発された「海の健康診断」手法について説

明する。 

座学Ｊ 環境再生技術 健全な海洋環境の保全・再生の考え方と、それ

を実現する環境再生技術の実態について紹介

する。 

宿題発表 参加者による現状認

識、課題発見の発表 

参加者の地元における現状認識、課題発見の

整理結果を発表し、相互の共通性、特異性を理

解する。 

２日目 座学Ｌ 海の経済活動特論 海洋産業の全体像について理解し、その産業

構造や市場規模、実情についての知見や、水産

資源をとりまく基礎的知識を解説する。 

事例紹介Ⅱ 海洋教育への拡がり 国の海洋政策の基本的な柱の一つである海洋

に関する教育の拡充について解説し、学校教

育での普及推進の取組みを紹介する。 

ワーク 

ショップ２ 

意見交換、課題発見、

課題解決等 

これまで学んだ知識と、各々の自治体での状

況を照らし合わせ、課題解決に向けた取組み

について、意見交換し、具体的な解決策を提案

する。 
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２ 海洋・沿岸域入門研修 

（１）実施概要 

目 的：自治体関係者に向けた海洋および沿岸域に関する基礎的知識の入門講座 

主 催：公益財団法人笹川平和財団 海洋政策研究所 

日 時：第１回 2016 年 2月 11 日（木）～2月 13 日（土）（2泊 3 日） 

日 時：第２回 2016 年 2月 26 日（金）～2月 27 日（土）（1泊 2 日） 

場 所：笹川平和財団ビル 

参加者：広く自治体関係者から参加者を募集（１０名程度） 

    （所属先からの推薦状があり、全プログラムに参加可能なもの） 

費 用：参加に必要な交通費・宿泊費（実費）は海洋政策研究所が負担 

内 容：海洋・沿岸域の自然的・社会的側面からの基礎講座を実施 

 

（２）当日進行 

第１回（2016 年 2月 11 日（木）～2月 13 日（土）） 

第１日目（2/11木休） 

13:00-13:15 開会 

13:15-14:15 座学：海と沿岸域を活かした新しい地方創生 

 講師：寺島紘士（笹川平和財団常務理事・海洋政策研究所長） 

14:25-14:55 オリエンテーション：自己紹介 

 （写真などで地域紹介、観光、特産、海洋で気になる点など） 

14:55-15:10 コーヒーブレイク 

15:10-16:10 座学：日本の海の環境と生態系  

 講師：松田治（広島大学名誉教授） 

16:20-17:20 座学：海洋・沿岸域の法制度 

 講師：來生新（放送大学副学長） 

17:30-  意見交換会 

第 2 日目（2/12 金） 

9:00-10:00  取り組み事例の紹介Ⅰ：沿岸域総合管理実践 

 講師：浦中秀人（志摩市農林水産部里海推進室） 

10:10-11:10 座学：沿岸防災 

 講師：下迫健一郎（港湾空港技術研究所特別研究官） 

11:15-11:45 座学：地方創生の取り組みについて 

 講師：森本泰史（国土交通省総合政策局海洋政策課） 

12:00-17:00 昼食後見学：東京湾、芝浦アイランド、田町 

17:30-  意見交換会 

第 3 日目（2/13土） 

9:00-10:00  座学：合意形成概論Ⅰ 

 講師：佐々木剛（東京海洋大学准教授） 

10:10-10:55 座学：合意形成概論Ⅱ  

 講師：古川恵太（笹川平和財団海洋政策研究所海洋研究調査部長） 

－ 8 －
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11:05-12:05 ワークショップⅠ：現状認識、モデルサイトと各地域との比較、課題発見 

 講師：佐々木剛（東京海洋大学准教授）他 

12:05-12:20 閉会 

※宿題：第 1回を経て、各地域との比較、シミュレーション等を行う（第 2回で発表） 

 

第２回（2016 年 2月 26 日（金）～2月 27 日（土）） 

第 1 日目（2/26 金） 

13:00-13:15 開会 

13:15-14:15 座学：海の健康診断について 

 講師：松田治（広島大学名誉教授） 

14:25-15:25 座学：環境再生技術  

 講師：古川恵太（笹川平和財団海洋政策研究所海洋研究調査部長） 

15:25-15:40 コーヒーブレイク 

15:40-16:40 発表：宿題発表 

17:00- 意見交換会（専門家による講評、および相談） 

第 2 日目（2/27土） 

9:00-10:00  座学：海の経済活動特論 

 講師：中原裕幸（海洋産業研究会常務理事） 

10:10-10:25 取り組み事例の紹介Ⅱ：海洋教育への拡がり 

 講師：酒井英次（笹川平和財団海洋政策研究所 海洋教育チーム長） 

10:25-10:40 コーヒーブレイク 

10:40-11:45 ワークショップⅡ：現状認識、課題発見、課題解決等 

11:45-12:00 閉会 

 

※講義の配布資料については、巻末の参考資料に添付する。 

 

  

－ 9 －



16 

 

先行事例見学（2/12 金 13:00-17:30） 

目的：海辺の沿岸域は様々な行政区域が混在する場所であり、自治体と地域が連携するネ

ットワーク作りが必要となる。自治体関係者に向けた海洋および沿岸域に関する基礎的知

識の習得のために、実際に自治体と地域が連携を行っている先行事例を見学する。 

 

内容 

13:00-13:30 バスにて港区立お台場学園へ移動 

13:30-14:30 見学１：港区立お台場学園 

 お台場学園の地域と連携した海洋教育について1 

 講師：森田健二（海辺つくり研究会） 

14:30-15:00 バスにて田町カニ護岸へ移動 

15:00-16:00 見学２：港区田町カニ護岸2 

 講師：古川恵太（笹川平和財団海洋政策研究所）  

16:00-17:00 見学３：運河ルネッサンス散策3 

 講師：古川恵太（笹川平和財団海洋政策研究所） 

17:00-17:30 バスにて天王洲 TYハーバーへ移動 

17:30-  ネットワークミーティング 

 講師：小泉武衡（運河の上に船を浮かべるプロジェクト4） 

 

  

                                                  
1 https://www.phaj.or.jp/kouwan/old_index/index2802.html 
2 https://www.jstage.jst.go.jp/article/prooe1986/23/0/23_0_495/_pdf 
3 http://www.tokyowaterfront.jp/common/files/1_pdf01.pdf 
4 https://www.phaj.or.jp/kouwan/old_index/index2110.html 
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３ 参加者に対するアンケート調査 

（１）調査手法 

アンケートは以下の要領で実施した。 

� 実施時期：各研修の初日に配布し、最終日に回収 

     第 1回 2016 年 2月 11 日（木）〜 2月 13 日（土） 

     第 2回 2016 年 2月 26 日（金）〜 2月 27 日（土） 

� 調査対象：研修に参加した自治体職員 

     富山県、小浜市、竹富町、志摩市、備前市、長崎県、大村市 

 

  

 

 

 

 

  

（１）性 別（ 男、女 ）

男 6
7 5 . 0 %

75%

女 2
2 5 . 0 %

25%

（２）年 令（　20代、　30代、　40代、　50代、　60代、　70代以上）

20代 2
2 8 . 0 %

28%

30代 4
5 8 . 0 %

58%

40代
0 . 0 %

50代 1
1 4 . 0 %

14%

60代
0 . 0 %

70代以上
0 . 0 %

（３）所 属

民間企業
0 . 0 %

関連団体 1
1 4 . 0 %

14%

中学・高校
0 . 0 %

大学・教育機関
0 . 0 %

研究機関
0 . 0 %

公務員 6
8 6 . 0 %

86%

議員
0 . 0 %

その他（　　　　　　）
0 . 0 %

－ 11 －

� 回答者内訳



17 

 

（２）調査結果 

� 研修全体に対する評価について回答を得た 

  ①参加動機 

  ②参加後の今後の研修について   

  ③感想、質問、意見・要望などの記述欄 

� 各プログラムに対する以下の設問について回答を得た 

  ①設定時間の長さ 

  ②講義内容の難易度 

  ③感想、質問、意見・要望などの記述欄 

 

①研修への参加動機 
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②講義および見学内容に対する評価 
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③今後の研修について 

本研修について物足りなかった点や、深く議論して欲しかった点、今後検討して欲しい

テーマなど 

  

１．今後もこのような研修が必要と思いますか。

必要 7
1 0 0 . 0 %

100%

必要ない 0 . 0 %

どちらともいえない 0 . 0 %

２．上で「必要」と回答された方、開催頻度について。

年数回の開催 5
7 1 . 0 %

71%

年一回の開催 2
2 9 . 0 %

29%

数年に一回の開催 0 . 0 %
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本研修について物足りなかった点や、深く議論してほしかった点、今後検討して欲しい 

テーマなど 

 

� 利害関係がある場合の合意形成の具体例などについて、事例研究ができるとよい。  

� ワークショップをもう少しやりたかったです。さらに一歩進んだ合意形成など。  

� 沿岸域管理の現状と問題点について紹介と議論がほしい  

� どうすれば市民に理解してもらえるのか。  

� 各取り組みの主体（自治体）との意見交換や事例紹介がもっとあればいい。  

� 地域創生とは何か、地域活性化とは何か、沿岸域総合管理がなぜ手段となるのか。  

� 用語等専門的な点でついていけなかったので、もう少し用語解説があれば助かりま

す。  

� 深く議論にほしい点、海洋沿岸域の法制度の法制度の実施状況と問題点海洋基本法

と計画を推進するに当たり各関係省庁、地方行政のそれぞれの役割と相互連携。  

� 海洋教育応募の具体的なプログラムづくり  

� 東京集中も交通の利便を考えるとよいと思うが、全国各地での開催も良いのではな

いか。  

 

－ 22 －
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本研修全体を通しての感想、または取組みへのご意見、ご要望など 

 

� 実りある研修を受けさせていただきました。ありがとうございました。  

� 非常に楽しい研修だったが、自分の知識不足、意見の弱さを感じたのでもっと努力

する必要があると痛感しました。  

� 日本全国どこまでの自治体に広めていくのかもっと広げてもらいたいと思う。  

� とても楽しく良い研修でした。次回また機会がありましたらよろしくお願いします。  

� 他の自治体の事例を聞けて大変参考になりました。次回も積極的に参加したいです。  

� いろんなテーマについて話を聞けたので知識を吸収する時間が必要。 

� 海洋への関心はとても大切と感じています。  

－ 23 －
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第３章 大学・大学院における海洋・沿岸域総合管理教育の実施について 

 

１ 目的・背景 

大学教育において教育・人材育成が期待されている海洋関連の取組分野として、海を活

かした地域創生、沿岸域の総合的管理の分野が挙げられる。各大学でも地域から求められ

るニーズに応える形で特色あるプログラム開設に取り組み始めている。特に、海に面した

地方の主要産業となっている水産業は、漁業生産、海洋資源管理、環境修復、加工・流通、

消費・観光といった幅広い分野を包括するものであり、地域の水産業の活性化に向けて科

学的に考える力を持ち、現場のニーズに応える高度な知識・技術力を備えた人材の育成や、

新しい水産業を展開できる経営者・指導者の輩出が期待されている。 

 

２ 各大学等における取り組み 

（１）高知大学（四国 4 国立大学を含む）における取り組み 

高知大学は、2016 年春に「農学部」を「農林海洋科学部」に改組する。太平洋を目の前

に望む好立地や高度な研究設備を活かし、未来の農業を担う「農林資源環境科学科」、化学

の力で課題解決を目指す「農芸化学科」、海の利用を総合的に学ぶ「海洋資源科学科」の 3

学科構成で、海のフィールドを中心とする学びのスケールアップが図られることとしてい

る。この海洋資源科学科において、高知大学が中心となり進めている「総合的海洋管理教

育プログラム」が実施されることとなり、2016 年度 65名の定員で募集が行われた。 

 

（２）長崎大学における取り組み 

長崎大学は、長崎県と協力し、水産業活性化のための人材育成プログラム「海洋サイバ

ネティクスと長崎県の水産再生」を 2007 年から 2011 年まで文部科学省の科学技術戦略推

進費を用いた地域再生人材創出拠点の形成事業として実施し、現在も長崎大学が中心にな

って継続している。2 ヵ年かけて、専門科目（増養殖、漁業管理、水産食品）の講義や実

習が行われ、修了時には学校教育法に基づいた履修証明書が授与されることとなっており、

養殖業、漁業者、行政など多様な社会人受講生を受け入れて実施されている。2015 年から

は、「沿岸域の総合的管理（含む里海論）Ⅰ・Ⅱ」もカリキュラムに取り入れられ、地域の

ニーズに密着した大学教育による人材育成プログラムとしての展開が期待されている。 

 

（３）岩手大学（水産海洋イノベーションコンソーシアムを含む）における取り組み 

東日本大震災により壊滅的な打撃を受けた東北地方では、太平洋沿岸から沖合にかけて

の漁場を含む海洋生態系の調査研究、教育拠点の形成と水産業の復興を担う人材育成を目

的とした事業が進められている。岩手大学は、2013 年に三陸水産研究センターを設置し

た。三陸における水産研究教育の中核研究所、水産分野の COC（地（知）の拠点大学によ

る地方創生推進事業）と位置づけ、経験（K）、勘（K）、度胸（D）に基づいて行われてき

た従来の水産業にサイエンス（S）を加え、飛躍的発展を目指す新たな水産業のあり方

（KKD+S）の提案、農産物と水産物・工学と水産業のリンクを推進する総合大学アプロー

チ、大学のシーズと地域のニーズのマッチングなどを核に水産業復興支援を進めている。

また、岩手大学、東京海洋大学、北里大学は、被災直後より連携して、水圏環境研究、水

－ 24 －



30 

 

産・養殖、水産新素材・加工技術・加工設備開発、マーケティング戦略の 4部門の研究を

推進する「SANRIKU（三陸）水産研究教育拠点形成事業」を行ってきている。2014 年に

は、東京海洋大学が代表となり、岩手大学、北里大学とともに、水産海洋イノベーション

コンソーシアムが設立された。今後の大学における海洋教育・人材育成の充実への寄与が

期待されている。 

 

（４）横浜国立大学の取り組み 

横浜国立大学「統合的海洋教育・研究センター 」では、副専攻プログラムとして「統合

的海洋管理学Ⅱ」を設けており、海洋政策概論 において、海洋の管理に関連する国際的歴

史と政治的枠組みの変遷、さらに国内法制度の全体像が概説されるとともに、沿岸域の総

合管理について、沿岸域空間を持続的に開発、利用、保全していくため、多様な分野にわ

たる利害関係者間の調整を行うと同時に様々な事業や取り組みを進めていくために要求さ

れる分野横断的知識、俯瞰的視野の修得が図られている。 

 

（５）熊本大学における取り組み 

熊本大学の「沿岸域環境科学教育研究センター 」では、「閉鎖性海域における豊かな自

然環境・社会環境創生のための先端科学研究・教育の拠点形成プロジェクトとして、八代

海再生プロジェクト 」が実施されている。このプロジェクトを軸に、「有明海・八代海の

調査研究」を推進し、環境変化の著しい地域をモデル地区とした研究を進め、地圏・水圏・

気圏、物理・化学・生物環境、社会環境に至る生態系把握と順応的管理に基づいた環境改

善を目指している。 
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沿岸域管理教育に取り組んでいる大学・大学院への支援実績 

 

実施大学 実施年 支援内容 

東京海洋大学 2012 年 東京海洋大学大学院合同セミナー「沿岸域総合管理のモ

デル教育カリキュラム」連続特別講座（海洋政策研究財

団支援）の実施を支援した。 

本講座は、海洋政策研究財団の「総合的沿岸域管理の教

育カリキュラム等に関する調査研究事業」の成果を活用

したものであり、日本の沿岸域総合管理をリードする第

一線の講師陣が毎週全国から来校し、各専門分野の経験

を生かした講義を実施した。 

横浜国立大学 2007 年～ 横浜国立大学が 2007 年 10月から総合的な大学院レベル

での教育プログラムの提供を目指し、統合的海洋教育・

研究センター副専攻プログラム「統合的海洋管理学」の

実施を支援した。 

本プログラムは、オムニバス講義である「統合的海洋管

理学 I・II」と、その他関連科目を修得することで、多様

な分野の多様な専門能力と、海洋の統合管理に必要な視

野の広さを兼ね備える人材を育成することを目的として

いる。また、本プログラム修了者に対しては、副専攻とし

て「統合的海洋管理プログラム修了証」を授与している。

高知大学 2016 年～ 四国地区所在の国立 5 大学（高知大学、香川大学、徳島

大学、鳴門教育大学、愛媛大学）が、これまでに実施して

きた海洋に関する教育・研究を統合的・補完的に運用し

たカリキュラムを構築し、５大学のスケールメリットを

生かした分野横断的・俯瞰的視野を持った学生の育成が

可能な総合的海洋管理教育プログラムの設置に向けた支

援を行っている。 

放送大学 2014 年～ 既存の海洋教育・研究を行う大学・大学院による海洋教

育の課題の補完を目的として実施を予定している。海洋

に関する諸問題の代表的な研究者による「沿岸域管理教

育オンライン授業」の実施に向けた支援を行った。 

名古屋大学 2012 年～ グローバルＣＯＥプログラム「地球学から基礎・臨床環

境学への展開」において、沿岸域総合管理に関する集中

講義を行っている。 

この集中講義のうち「海域環境学」の講義へ講師の派遣

を行うことで支援を行っている。 

長崎大学 2015 年～ 長崎大学水産学部が、長崎県の水産業を活性化させるた

めに、水産学のほか、環境科学、生物学、経済学、工学な
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ど関連分野の専門知識・技術を集結し、長崎県の水産業・

水産加工業の水産再生に熱意がある人々を対象として実

施している「海洋サイバネティクス・プログラム」におい

て、沿岸域総合管理を主題とした授業を実施している。
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第４章 沿岸域総合管理に関する教育・研究の入門書作成 

 

１ 目的・背景 

2012 年 10月から 2013 年 1月に「総合的沿岸域管理の教育カリキュラム等に関する調

査研究」事業の一環として「海洋政策研究財団支援 東京海洋大学大学院合同セミナー『沿

岸域総合管理のモデル教育カリキュラム』連続特別講座」を開催した。その講座内容につ

いて、登壇した実務家や専門家のご協力を得て、沿岸域総合管理を実践するためのモデル

教育カリキュラムにおける主要科目テキストとして取りまとめた。 

 2013 年度からは、このテキストを基本的な内容として、先導的な役割を担う人材の育成

を通じて、我が国における沿岸域総合管理の普及・促進を目的として、海洋・沿岸域に関

する学際的・分野横断的な視点から入門書の作成に取組んだ。 

編集方針や掲載内容に関する抜本的な検討を行い、単に講義内容を並列的に紹介するの

ではなく、全ての講義内容を整理・再構築し、沿岸域総合管理に関する基礎的かつ最新の

情報を提供するとともに、各地で実施されているケーススタディを紹介し、沿岸域総合管

理の入門書として利用できるように試みた。また、必要に応じて、新たな項目や新しい情

報を追加している。併せて、執筆者の選定を行い、沿岸域総合管理および関連領域に精通

した実務家や専門家に協力を依頼した。完成した入門書の抜粋を、次ページに添付する。 

沿岸域総合管理の推進において、人材の育成は最も重要な課題である。本事業の大きな

成果の 1 つである入門書が大学をはじめとする教育現場や沿岸域で展開されるプロジェク

トにおいて活用され、沿岸域の総合管理に関する若者の育成に貢献することを祈念する。 
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來生新・土屋誠・寺島紘士監修

豊かな海と人の共生をめざして
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序章

なぜ今沿岸域総合管理が必要か

1．沿岸域の急激な発展と総合的な沿岸域管理の政策の出現

沿岸域は、人々の居住、漁業、農耕、さらには海上交通、商工業立地など人
間社会の営みにとって重要な地域であり、沿岸、特に内海、内湾、河口などに
都市が発達してきた。20 世紀の後半に入ると、沿岸の都市及びその周辺への
人口や産業の集積が急速に進み、それに伴って浅海域の埋立てが進行した。他
方、産業 ･生活から大量の汚水 ･廃棄物が河川 ･海域へと排出された。
沿岸の地域社会は、これらの急激な発展とそれに続いて起こった環境悪化、
生物資源の減少、そして沿岸域の利用の競合などの問題に直面してそれらへの
対応を迫られ、その模索の中から陸域・海域からなる「沿岸域の総合的管理」
という政策概念が生まれてきた。これには、市民が地域社会の問題を自らの問
題として取り組むという民主主義を取り入れた市民社会の発達という 20 世紀
後半を特徴づける人間社会の側の変化も大きく寄与している。「多様な関係者
が参加して計画的、順応的に取り組む」という沿岸域総合管理の政策概念を構
成する重要な要素はそこから生まれてきた。
沿岸の陸域と海域を一体として捉え、その開発利用と環境保護を総合的に管
理するという考え方、すなわち、沿岸域の管理を、沿岸域の漁業、交通、埋め
立てなどの個別目的ごとではなく、開発利用と環境保護の視点を含めて総合
的・計画的に行なうという考え方が最初に地域計画で明確な形で採り上げられ
たのは、1965 年にスタートしたアメリカカリフォルニア州のサンフランシス
コ湾地域の沿岸域管理であるといわれている。急速に進められてきた埋立てを
停止し、環境と調和した沿岸域利用を推進する沿岸管理法（マッカティア‐
ベトリス法）が制定され、管理主体として設立されたサンフランシスコ湾保全
開発委員会が 1969 年に沿岸域総合管理プログラムであるサンフランシスコ湾
計画を策定した。計画に基づく順応的管理を目指すこの取り組みはそれ以降現
在に至るまで継続して行われてきている。

－ 34 －
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第１章

日本の沿岸生態系

黒潮や親潮などの海流と複雑な地形によって形成される日本の沿岸には多様な生態系
が存在し、高い生物多様性が育まれている。人間はこれらの恵みを享受しながら暮らし
ているので、沿岸域の生態系を理解することはその総合的管理の第一歩である。栄養塩
の動態、生態系サービス、陸と海のつながりなどをキーワードとして沿岸生態系のから
くりを探りつつ、なぜ自然を守るのか、そこから何を学ぶのか、などの基本的な疑問に
答えようとする。

千葉県・盤州干潟
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第２章

日本の海の管理

沿岸域においては、3大湾での人口集中とその他の地域における過疎の悩みがあり、
自然災害に対する備えも必要である。古くより海の利用の中心は漁業と海運であった。
近年は、沿岸域の開発のために行われてきた埋立てについても、環境影響の軽減、都市
環境問題への対処など政策の転換が示されている。
海の管理に関する基本的な仕組みと、その上で営まれる産業における利用の実態を概
観し、その活動や関係者の多様性を踏まえた沿岸域の総合的管理の必要性を学ぶ。

岡山県備前市日生地区
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第３章

日本における沿岸域の総合的管理の展開

わが国において沿岸域の総合的管理が実施されるまでの道のりは平坦ではなかった。
瀬戸内海環境保全臨時措置法（1973）の制定を経て、第 5次全国総合開発計画「21世
紀の国土のグランドデザイン（1998）」が沿岸域総合管理を取り上げ、それを受けて
「沿岸域圏総合管理計画策定のための指針（2000）」を定めたが普及せず、ようやく海洋
基本法の制定（2007）によって沿岸域の総合的管理が初めて法的な根拠を持ち、新海洋
基本計画（2013）において、沿岸域総合管理の政策が具体的に示され、わが国における
全国的な沿岸域総合管理が動き出した。この一連の展開を学ぶ。

三重県志摩市　英虞湾
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第４章

沿岸域総合管理への取組み事例

沿岸域総合管理に関する取組みが日本各地で実践されている。笹川平和財団海洋政策
研究所では、地方公共団体と協働でモデルサイト事業を展開し、沿岸域総合管理の推進
に努めている。また東京湾では、東京湾再生推進会議が行動計画を策定し、環境改善に
努めている。
沿岸域を総合的に管理するためには、様々な利害関係を有する多様な主体が緩やかな
合意を形成しつつ、具体的な活動を実施する必要がある。各地の活動例からそのヒント
を学ぶ。

モデルサイト事業の実施地区
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第５章

沿岸域総合管理の理論化に向けて

沿岸域総合管理は、各地域における解決すべき課題を認識し、その課題の解決のため
には多様な主体の協働が必要であることを認識することから出発する。そしてそれは循
環的で、可変的な運動の総体を表す概念であることを知る。
沿岸域総合管理の実施においては、その管理主体と管理客体、管理目的を明らかにす
ること、多様な関係者間での新たな合意の形成、管理のために用いられる権限について
整理し、理解することが必要であることを学ぶ。

長崎県大村湾沿岸
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第６章

沿岸域総合管理の教育・研究と人材育成

沿岸域の様々な課題に対応できる人材を育成するために、大学・大学院等における沿
岸域の学際的な教育・研究を推進することが大切である。今後の海洋教育の発展と、総
合的沿岸管理に携わる人材育成に貢献するため、笹川平和財団海洋政策研究所は、沿岸
域総合管理教育の推進に意欲を持った 7大学と協働して、学部と大学院における沿岸域
総合管理に関するモデルカリキュラムを開発した。そうしたモデルカリキュラムを参考
にして、各大学で進められている海洋教育プログラムの概要も紹介する。

神奈川県横浜市高島水際線公園での海洋教育活動
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終章

あとがき

海洋政策研究財団（現：笹川平和財団海洋政策研究所）では日本財団からの
助成を受け、長年海洋教育や沿岸域総合管理に関する議論を積み重ね、平成 
24 年 10 月～平成 25 年 1 月には東京海洋大学と連携して学部と大学院学生に
対して「沿岸域総合管理のモデルカリキュラム」連続特別講座を開講した
（ｘｘページ参照）。本書はその講座の内容を基礎としてまとめたものであ
る。単に講義内容を並列的に紹介するのではなく、すべての講義内容を整理、
再構築して沿岸域総合管理の入門書として利用できるように試みた。また必要
に応じて新たな項目や新しい情報を追加した。
沿岸域に関わる活動はさまざまであり、それらの目的は時として異なった方
向を目指すことがある。一方、日本の沿岸環境は多彩であり、それぞれの地域
に明瞭な特徴がある。各地域における総合的な沿岸管理は、それらの目的や特
徴を十分に認識・配慮したものでなくてはならない。本書では沿岸域の総合管
理に関する基礎的な情報を提供するとともに、各地で実施されているケースス
タディーを紹介し、相互の情報交換を可能にし、新たにプロジェクトを開始し
ようとする地域の方々に多くの具体的なヒントを提供できるように努力したつ
もりである。
人材の育成は最も重要な課題である。本書が大学における教育現場や沿岸域
で展開されるプロジェクトにおいて活用され、沿岸域の総合管理に関する若者
の育成に貢献できれば幸いである。
本書の出版に当たり、東海大学出版部の稲英史氏には多大なお世話になっ

た。記して感謝の意を表する。

平成 28 年 3 月
編集委員一同
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第５章 まとめ 

 

世界表面積の 7割を占める海洋の持続可能な開発を実現するため、人類と海洋の共生の

理念のもと、国連海洋法条約およびアジェンダ 21、The Future We Want、2030 アジェン

ダ等に代表される新たな海洋秩序の枠組みの中で、総合的・統合的な観点から海洋および

沿岸域に関わる諸問題を理解し、広く社会の仕組みを構築し、実行していく人材が不可欠

である。国際的にも、世界海事大学や東アジア海域環境パートナーシップのラーニングセ

ンターなど、そうした先端的な取組みは積極的に行われている。 

わが国においては、2013 年に改訂された海洋基本計画に政府が総合的かつ計画的に講

ずべき施策として「海洋に関する国民の理解の増進と人材育成」が「沿岸域の総合的管理」

とともに掲げられ、陸域・海域の一体的管理を進める沿岸域総合管理を実践する人材を育

成すること、大学において沿岸域総合管理を実践する学際的・分野横断的な教育体制を整

えていくことが重要であることは明らかである。 

しかし、わが国における沿岸域総合管理教育の体制はほとんど整っておらず、大学での

実施例も少なく、必要な教材も乏しく、地方公共団体の職員など現場の最前線に立つ人材

に対する研修も恒常的に実施されている状況ではない。こうした状況に鑑み、2010 年から

2012 年にかけて「総合的沿岸域管理の教育カリキュラム等に関する調査研究」を実施し、

各分野の専門家の方々の多大なる協力を得て、大学の学部レベル・大学院レベルのそれぞ

れについて、詳細な沿岸域総合管理のモデル教育カリキュラムおよび各科目のシラバスを

取りまとめた。モデル教育カリキュラムは、大学・大学院において理想的あるいは標準的

にはどのようなカリキュラムであるべきかを委員会で議論し、開発されたものである。

2012 年には、東京海洋大学大学院の協力により「沿岸域総合管理のモデル教育カリキュラ

ム」連続特別講座を開催し、開発されたモデルカリキュラムの一部試行を行った。この結

果、こうしたモデルカリキュラムの実施の有効性が確認されるとともに、教材開発の必要

性、地方公共団体職員を対象とした人材育成の必要性などが認識された。 

2013 年度から 2015 年度にかけて「沿岸域総合管理教育の導入に関する調査研究」を実

施し、大学・大学院への沿岸域総合管理教育の導入支援、教材開発、地方公共団体職員を

対象とした人材育成に取組んだ。最初の 2 年は、放送大学におけるオンライン授業の試行、

高知大学を中心とする四国 5 大学による総合的海洋・沿岸域管理教育プログラムの開発、

岩手大学における水産系の大学・大学院コースの検討などを支援するとともに、大学・大

学院における集中講座の実施などを通して、沿岸域総合管理教育の導入促進を図るととも

に、2013 年には、地方公共団体、関連産業界等を対象として全国規模の沿岸域総合管理教

育に関するニーズ調査を実施した。その中で海洋基本法や海洋基本計画に記載されている

「沿岸域の総合的管理」の認知度の低さ、沿岸域総合管理教育への期待と要望が明らかに

なった。さらに、2013 年度から 2014 年度にかけて、2012 年に実施した連続特別講座の

成果を活用して入門書「沿岸域総合管理入門」としての編集作業を進めた。自然科学、社

会科学、コミュニケーション、実践（事例）など広範な分野の内容を統一的に収録するた

めに大幅な編集が必要であり、そうした面からも改めて沿岸域総合管理教育の難しさを認

識した。 
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最終年である 2015 年度には、大学・大学院における沿岸域総合管理教育の導入のため

の個別の取組みを進める一方で、ニーズ調査でも必要性が浮かび上がってきた地方公共団

体の職員を主な対象とした海洋・沿岸域の人材育成プログラムの開発に重点をおいて調査

研究を実施した。その成果として海洋・沿岸域の人材育成の研修を試行し、参加者からの

アンケートに基づきモデルカリキュラムを精査した。また、「沿岸域総合管理入門」につ

いて、最終編集作業を行い書籍として発刊した。 

こうした調査研究をとりまとめとして、沿岸域総合管理教育について以下のように提言

する。 

 

沿岸域総合管理教育とは 

沿岸域の総合的管理の実施には不可欠な、分野横断的知識、俯瞰的視野、専門的知識、

コミュニケーション能力、プロジェクト運営能力を獲得するための教育である。特に、海

と陸を一体とした自然・社会の理解、住民参加の合意形成、計画策定を支え、沿岸域にお

ける地域主体の地域創生を支える教育であり、大学、大学院において積極的に取組むべき

ものである。さらに、現場において即戦力として利用可能な知識や能力を醸成する教育で

あるので、国・自治体においても研修などを通した沿岸域総合管理教育の実施を推奨すべ

きものである。 

 

沿岸域総合管理教育について 

大学、大学院においては、 

①地域における沿岸域総合管理を推進するために、沿岸域総合管理教育カリキュラムの

導入を検討すべきである。その推進のためには、大学間および大学と社会の連携を促

進する必要がある。 

②沿岸域総合管理教育カリキュラムの実施にあたっては、多様な手法が適用できるので、

先進事例を参考にして柔軟に実施を検討すべきである。 

 

国・自治体においては、 

①沿岸域総合管理の推進には、沿岸域総合管理教育を受けた人材が不可欠であることを

認識し、大学、大学院に対してその教育の実践を奨励すべきである。 

②事業者、行政は、沿岸域総合管理教育カリキュラムの履修者の採用や採用後の研修の

実施を奨励すべきである。 

 

沿岸域総合管理教育カリキュラムの考え方と構成例 

沿岸域総合管理の教育として、学部レベル（学士課程）では、新たに「沿岸域総合管理

学科」が設置される場合を想定し、教育カリキュラムを構成した。これは、近年の大学に

おいて、幅広い教養や知識を身につける全般的な教育を推進する傾向にあることに鑑み、

一学科として沿岸域総合管理教育を行う場合でも、複数の分野を含んだ総合性、分野横断

的知識や俯瞰的視野の習得が十分に確保できると考えたためである。一方、大学院レベル

（博士前期課程または修士課程）では、新たに「沿岸域総合管理研究科」が設置される場

合を想定し、教育カリキュラムを構成した。ここでは、大学院レベルの教育カリキュラム

－ 43 －



38 

 

を「専攻」レベルより一段高い「研究科」レベルに設定することで、沿岸域総合管理教育

の核である総合性、つまり、分野横断的知識や俯瞰的視野の習得を目指した。 

 

 

 

図：「総合的沿岸域管理の教育カリキュラム等に関する調査研究事業」で作成された沿岸域

総合管理教育のモデルカリキュラム。高度な専門性と学際的な知識の習得、実践的な対

応力の獲得などを両立させることを狙いとしている。 
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海洋・沿岸域総合管理入門研修の考え方と構成例 

沿岸域総合管理の教育として、地方公共団体や県、国の職員を対象とした研修を実施す

る場合、背景となる知識レベルの差、対象となる業務の広がりから考えて、海洋・沿岸域

管理入門研修として、研修カリキュラムを構成する。これは、大学レベルの教育カリキュ

ラムを参考に、専攻科目の「自然科学系」「工学系」「社会科学系」に相当する講義を設定

したものである。「合意形成・パートナーシップ」科目群については、より直接的な「コミ

ュニケーション能力」の向上を目指して、コミュニケーション手法、合意形成手法などを

含む実践的な講義と「ワークショップ」の時間を多くとり、自分たちの具体の問題を取り

上げて「実践科目」と融合させる形で設定した。「実践科目」の発展形として「現地見学」

「発表」の時間を取り、様々な事例を共有する時間を追加した。こうした科目群を 1 泊 2

日、2 泊 3 日など短期間の集中講座を複数回実施することで実施することで、同じ参加者

が何度も顔を合わせ、参加者間のネットワークの構築も期待できる。 

本研修が大学・大学院レベルの教育カリキュラムと大きく違う点は、教育を受ける対象

者が既にその仕事に取組んでおり、即、実践する場があるということである。研修生は、

単に研修で講師から知識を学ぶだけでなく、自ら考え、問題を解決していく現場（プロジ

ェクト）運営能力を習得し実践的に発揮していかなければならない。本研修を受けること

で構築される沿岸域総合管理の担当者および関係者とのネットワークは、そうした問題解

決にあたって強力なツールとなる。 

 

 

 

図：「海洋・沿岸域管理入門研修」の試行で作成されたモデルカリキュラム。全体を延べ 5

－6 日程度で実施することが可能。1泊 2 日のカリキュラムとすると 3－4回のコース

となる。 

 

 

 

 

 

  

専門科目群

自然科学系

海洋・沿岸域の環境・
生態系

海の健康診断

工学系

沿岸防災技術

環境再生技術

社会科学系

海洋・沿岸域の総合的
管理

海洋・沿岸域の法制度

海の経済活動

地方創生の取組み

海洋教育

実践科目群

合意形成・

コミュニケーション論

合意形成論

ワークショップ

見学・実習

事例発表研究

現地見学

ワークショップ

発表

課題発見・問題解決
ワークショップ

成果発表
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２０１５年度 

第１回海洋・沿岸域管理を担う人材育成に関する 

調査研究委員会 議事次第 

 

日時： ２０１５年９月１１日（金） 

１０：００～１２：００ 

場所： 東京都港区虎ノ門３－４－１０ 

虎ノ門３５森ビル 

笹川平和財団海洋政策研究所第１会議室

 

１．  開会 

 

２．  議事 

（１） 2015 年度実施計画（案）について（資料２、参考資料１、２） 

（２） 自治体職員に対する研修の実施について（資料３、参考資料３） 

（３） 大学・大学院における海洋・沿岸域総合管理教育の実施について 

（資料４、参考資料４） 

（４） 入門書・教材の作成について（資料５、参考資料５、６） 

（５）その他 

 

３．  閉会 

 

 

資 料 

資料１ 海洋・沿岸域管理を担う人材育成に関する調査研究委員会委員名簿 

資料２ 2015 年度実施計画（案） 

資料３ 自治体職員に対する研修の実施について  

資料４ 海洋・沿岸域総合管理教育としての取り組み 

資料５ 入門書目次案  

参考 1 総合的沿岸域管理の教育カリキュラム等に関する調査研究事業成果抄録 

参考２ 平成 26 年度報告書  

参考３ 自治体職員に対する研修の実施事例  

参考４ 大学・大学院における海洋・沿岸域総合管理教育の実施について  

参考５ 平成 26 年度報告書別冊 

参考６ 海洋問題入門目次 
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２０１５年度 

第２回海洋・沿岸域管理を担う人材育成に関する 

調査研究委員会 議事次第 

 

日時： ２０１６年３月７日（月） 

１３：００～１５：００ 

場所： 東京都港区 虎ノ門１−１５−１６  

笹川平和財団ビル 

笹川平和財団海洋政策研究所５階 

 ５０１会議室 

 

１．  開会 

 

２．  議事 

（１）第 1 回委員会議事録確認（資料２、参考資料１） 

（２）自治体職員に対する入門研修の実施について（資料３、参考資料２） 

（３）大学・大学院における海洋・沿岸域総合管理教育の実施について 

（資料４、参考資料３） 

（４）入門書・教材の作成について（資料５） 

（５）その他 

 

３．  閉会 

 

 

資 料 

資料１ 海洋・沿岸域管理を担う人材育成に関する調査研究委員会委員名簿 

資料２ 第 1 回委員会議事録（案） 

資料３ 自治体職員に対する研修の実施について 

資料４ 大学・大学院における海洋・沿岸域総合管理教育の取り組み 

資料５ 入門書目次 

資料６ 2015 年度報告書目次（案） 

参考１ 2015 年度実施計画 

参考２ 自治体職員に対する研修の実施事例 

参考３ 大学・大学院における海洋・沿岸域総合管理教育の実施について 
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：現存干潟 0.84km2

：消失干潟（耕作地）0.31km2

：消失干潟（休耕地）1.54km2

改変される海岸線：英虞湾内の現存干潟と消失干潟

約70%の干潟が干拓により消失

英虞湾海域面積：
27.1km2

潮止め堤防により
締め切られた湾奥部

消失干潟の85%以上が
休耕地化
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海洋・沿岸域の法制度

������

������� ��	
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放送⼤学理事・副学⻑ 來⽣新

�

����������

� �����������

� ����������� !"# "$%&'(�)*+,-./0��

� �"1234
��-5,に、その利⽤・管理等に関する法制度を概観

� ��管理1陸�管理の異同について理解してもらう

� 6 78���9*:;

� < 海にかかわる法制度の全体像

� = 海の管理・利⽤に関する基本>?

� @ 陸の管理との異同
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� �ABC;	D;E(F4GHIJAK1�L(MNOPQRS"�T1�L

��UVW&GXY�Z（旧建設省⼤⾂官房会計課監修[\]^_`�abc

Bdefgh 昭和６０年）の定義。
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沿岸域の概念

� ����年 ��p89 ��q

� rs			�t*uv*qwから⾒てx�*(y�z{|WRG}1z~�1

��WRG
������陸域(/hO"�����(��G�������
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" 海に関する法制度の全体像

� 多くの法律が海に関連するものとして存在

� 参考資料 x�� ������_� ����年�� ����	年度 �Y*

�������1��(+�G���� �zr(F4G���������

 ¡¢£�	¤ ��¥< 沿岸域管理に関する国内主要法令

� x�� ¦§  ¡¢ ��〜��⾴地⽅公共団体条例⼀覧

� ��p89

�

* �+,-./�01

� �sr¨ �A©�ª��r¨ 例外としての私有海⾯

� r¨��の管理>?1«O���t\¬��®^£

� �®^-�¯する個別⽴法

� 権利1«O°±�G²)³"´)³

� �の陸地化としての公有⽔⾯埋め⽴て

� ��p891p8µP

	

海に成⽴する例外的所有権

� �A©�ª��¨³

陸域 �i�

陸域は所有権の対象。海浜地は国

¨�z¶hZ

しかし、江⼾時代以降の⼲拓、埋

⽴等の結果、私的所有の対象と

&NOhG·;�°±�GZ

明治７年太政官布告１２０号。

官有地第３種列挙。河、湖沼、「海」。

明治８年太政官布告１９５号。

�������	


�������	
������������

しかし、陸域の私的所有の対象となっていた⼟地

が⾃然沈没等で、海底下の⼟地に変わることもあ

��

昭和５２年１２⽉１２⽇ ��	������ 

事件最⾼裁判決︓経緯、現状、所有者の意図、技
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� 「現⾏法は，海について，海⽔に覆われたままの状態で⼀定範囲を区画しこれ

を私⼈の所有に帰属させるという制度は採⽤していないことが明らかである．

� «V«&zW¸¹º(FhO¸rz��x�»¼-:P«O}R-½0��¨

に帰属させたことがあったとしたならば，現⾏法が海をそのままの状態で私⼈

の所有に帰属させるという制度を採⽤していないからといって，その所有権客

�¾z�t(¿À�G���s&Á¸�Â:P·;sÃ7���¨³�Ä�S

Gª�1«O�¾Å-$.«OhG��1Æ�ÇÈ�ÉGÊ

� ちなみに，私有の陸地が⾃然現象により海没した場合についても，当該海没地

の所有権が当然に消滅する旨の⽴法は現⾏法上存しないから，当該海没地は，

⼈による⽀配利⽤が可能でありかつ他の海⾯と区別しての認識が可能である限

2¸�¨³�Ä�SGª�1«O�¾Å-Ë3&h��1Æ�G�z~��É

GÊ£

� j=ÌÍÎÏ��Ð��Ð��⺠集	�ÑÒÓ����¤

��

OPQR�OSTU01

� ⾃然公物︓河川、湖沼等、Ôt�ÕÕ�\�^(ÖQRG公物。道路等のよう

に⾏政主体が⼈⼯を加えた上で公の⽤に供することにより公物となる⼈⼯公物

に対する概念。 ��� �������	
������

� ⾃由使⽤︓⾃然公物が天然のままで直接に⼀般公共の利⽤に供されるものであ

るので、それを管理する⾏政主体は、すべての国⺠が⾃由に使⽤しうる状態を

×.�GØÙ-Úh"��Mf&ÛÜ-Ý$«"×.�GS�(s�Þ-ßà

しうる私的権利の成⽴を認める余地はないZ}�Mf&áâãz�t\¬��

®^>?Z

��

海の管理にかかわる個別法 \]^_

OSTU`ab-るcdにef

��
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私⼈の海の利⽤の根拠

� �®^�äY

� \¬z°±する空間での公物管理者の与える占⽤許可 åæ ²å ���

� �(°±する権利 ²)³ ´)³

� 例外的に°±�G½¨��Lª�§·��A

� �-陸(çâG\¨TAの埋め⽴て èé�êë ²)³Þ�¦ìz��

��

�m/�n

��

o 陸の管理と海の管理

� 陸域の管理＝⼟地の私的所有が前提

� �¨³Þ�íî�®^	ïð	ñ;��

� 管理権�òä(F4Góô-õöO�uv*&�÷

�íîの利⽤により⼤きな価値を⾒出すÞzM2khøÅ�íî-ôhùG}1

による社会的な効率性の確保

� ½*&�-�¯�G\]ú*�ûü-$ýする法制度(MGþ�

� ½*íî-���G�ã\]��"r1hNS\*&ì������°±(M

る空間管理（計画と誘導、規制）

��

陸上における管理権の態様

½*�¨

³(MG

個別管理

道路法

(MG

\¬�

理

��9(MG

公物管理

地⽅公共団体の⻑

:��%�-	


*(��«"%�

の管理を⾏う

��

陸では管理者不在の空き空間は

ない。私的管理者間では市場に

よる管理権の売買を通じての調

整と、法による強制的管理が混

±Z

海の管理の原則

� �sr¨

� �t\¬��®^>?

� 例外的&½*�¨の成⽴

� ⼈間活動管理の個別法の存在＝個別法による縦割り管理の徹底

� 地⽅公共団体の管理空間1国の管理空間の境界の不分明

� ½*�¨z>?*(°±g�、漁業権も譲渡不可能な権利である��"òä

�z働かない➡公物管理者の存在する場合には占⽤許可

� ⼀般海域における空間管理者の不存在

� ß�*��T�、⼤陸棚制度の存在

��

� ⿃瞰的視点の⽋落

� ���VW�ÁÔ�1«O��

�	

○○省所管△△法

��省所管□□法等

海の管理の概念図

��%���÷

者はだれか︖

海域では管理者不在、

あるいは不明の空き空

îz��"òä(MG

�÷�"%�-X��

る計画的管理も⾏われ

Oh&hZ
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空間管理についての海陸⽐較

陸域 ��

� 個別の⼟地所有の内部は所有権者が管理

���������	


�����よる効率化が��

� ������管理が����������

���ない管理者が管理しうる

� ��� の⾏政に!�管理

� "#�$団体が管轄権を⾏使しうる空間に

区分され、所有や管理権限の有無にかかわ

%&'"#�$()*+,-./012�

処理する権限を与えられている

� �3456'7�568�56�9: 

� ����

� ���	
私的管理権者�	

���������

� �������	
��������

� �������� !"��#$%��&���

�'()*

� �例外あり

� 実定法あるいは条例で地⽅公共団体が公物管理権、

��	�+,-.�/#�0��	�1234�

あれば、そこには権限⾏使可能

� �5*�34�����6�-�7#

� 89:��7#;��<=>?@� A&�


BCDEFGHI�<=

�


� �������	
�������������������

�������� !����
"�#$%�管理者&'

�部分的管理者による空間の点の管理

� ��の漁業、砂利採取、航路等の⼈間活動への規制法ある場合は監督者存在

�既存の法制度があれば、管理者による線あるいは点の活動管理

�()*�+,-./012)3$�����管理者不存在

� 陸域�4

� すべての陸域は市町村���

�市町村がそこで発⽣する諸問題について事務を処理

� ��5�678な最終管理者である市町村が存在

� 9:83管理者が他にいる場合にそこが点や線で除かれるが、その管理者とのさま

ざまな調整を市町村が⾏う

海域管理の現状

点と線の管理

��

沿岸域の管理と遠い海の管理

� 近い海︓沿岸域と領海

� 国内の海洋管理法制

� 公物管理法制による⼀部海域では空間管理者存在

� その他の領海内の海域では空間管理者不分明が常態

� 活動管理に関する個別法がそれぞれの所管官庁で縦割り的に適⽤される

� 地⽅公共団体の管理海域の不分明（横も縦も）

� 遠い海︓排他的経済⽔域と⼤陸棚

� 排他的経済⽔域および⼤陸棚法

��
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Ⅰ．沿岸域管理に関する国内主要法令の整理 

 

 本章では、平成 23 年度委託調査において一覧的に整理した沿岸域管理に関する国内法令

の内、地域を主体とする沿岸域総合管理と特に密接に関わる重要なものについて、人間の

活動分野毎（全般、産業活動、環境保全、輸送・交通安全、防災、文化、レジャー等）に

類型化しつつ、法令の目的、沿岸域管理に関する具体的内容（計画策定、空間の管理（公

物管理・区域指定等）、行為規制、振興・助成等）について一覧で整理を行った。 

 対象となる法律については、詳細を別途表Ⅰ－１に示すが、表Ⅰ－２に示すとおり、全

般（21）、産業活動（14）、環境保全（14）、輸送・交通安全（8）、防災（5）、文化（2）、レ

ジャー（２）の計 66 となった。 

 

表Ⅰ－２ 沿岸域管理に関する国内主要法令 

活動分野 法律名 

全般 国土形成計画法、国土利用計画法、領海及び接続水域に関する法律、海

岸法、港湾法、漁港漁場整備法、河川法、公有水面埋立法、都市計画法、

森林法、農地法、農業振興地域の整備に関する法律、土地改良法、国有

財産法、地方自治法、地方拠点法、農村漁村活性化法、首都圏整備法、

近畿圏整備法、中部圏開発整備法、排他的経済水域及び大陸棚の保全及

び利用の促進のための低潮線の保全及び拠点施設の整備等に関する法律

産業活動 漁業法、海洋水産資源開発促進法、沿岸漁場整備開発法、持続的養殖生

産確保法、漁船法、水産業共同組合法、六次産業化法、工場立地法、企

業立地促進法、総合保養地域整備法、観光圏整備法、鉱業法、砂利採取

法、採石法 

環境保全 海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律、水質汚濁防止法、 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、海岸漂着物等の処理等の推進に関

する法律、水産資源保護法、海洋生物資源の保存及び管理に関する法律、

自然再生推進法、自然公園法、自然環境保全法、鳥獣の保護及び狩猟の

適正化に関する法律、環境影響評価法、絶滅のおそれのある野生動物の

種の保存に関する法律、瀬戸内海環境保全特別措置法、有明海及び八代

海を再生するための特別措置に関する法律 

輸送・交通安全 

 

港則法、海上衝突予防法、海上交通安全法、海上運送法、港湾運送事業

法、内航海運業法、船舶法、水先法 

防災 

 

砂防法、地すべり等防止法、急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する

法律、津波対策の推進に関する法律、津波防災地域づくり法 

文化 文化財保護法、景観法 

レジャー 遊漁船業の適正化に関する法律、小型船舶登録法 
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1 hPa 1.0cm

960hPa 1013hPa1013hPa

1013 960) 1.0=53cm

760mm

13.55

10m

h

(1917 ) 2.1m
1938 2.2m

1949 1.4m

8506 1985 1.63m
1.63m

2.35m

1.77m

1.15m

2.45m

2.12m

3.45m

3.26m

2.81m

BA
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水深の変化 屈折
島など 回折
水深が浅くなる 浅水変形

波長減少
波高増大

km/h713m/s198000,48.9 ==×=c
( )

T= 17,000 / 713 = 23.8 hr

ghc =
g: (=9.8m/s2) 

h: 

水深減少 波高増大
倍 倍

津波の遡上

4000m 200m 10m

水深減少  波高増大
1/20倍  2.1 倍

41

2

1
12

/

=
h
hHH

•
–
– Ｖ字地形での

津波の収れん

岬を回り
込む津波

http://outreach.eri.u-tokyo.ac.jp/eqvolc/201103_tohoku/#largesteq18
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(revetment, seawall) (dike, bank, levee)
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•
•
※

避難タワーなど

•
•
•

11m防潮堤（奥尻島初松前）

9m防潮堤（奥尻島稲穂）

防潮堤の天端が高いため，
背後地を埋立・盛土

• 地震，津波・高潮に関する情報を収集
• 陸閘や水門を一元的に遠隔操作

地震，津波・高潮に関する情報を収集
陸閘や水門を一元的に遠隔操作
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( , 1959)

4,697

401

7,600

834,000

(1959) 9918 1999

2005

八戸港

釜石港

40

八戸港

釜石港
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8.1m 3.5m

水位差
（堤体の滑動）

速い流れの力
（捨石の散乱･地盤の洗掘）

波面の衝突力
（胸壁の破壊）

速い流れの力
（地盤の洗掘）

水位差
（堤体の滑動）

速い流れの力
（捨石の散乱･地盤の洗掘）

波面の衝突力
（胸壁の破壊）

速い流れの力
（地盤の洗掘）

46

1000
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人 工 地 盤
人工地盤11m防潮堤

6m防潮堤

漁港

漁港において緊急に避難できる高所部となり，
これを通って背後の高台まで避難できる施設

人 工 地 盤

(1896)
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交付⾦（１���
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��	
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・官⺠協働、地域間連携、政策間連携、事業推進主体

�������� �!"#$�

例）ローカル・イノベーション、ローカルブラン

%&'()*+,-./0�1234�56�

789:;�<=>?@ A

BCD��隘路を発⾒し、打開する取組

・⾃治体⾃⾝が既存事業の隘路を発⾒し、打開

するために⾏う取組

E先駆的・優良事例の横展開

#F9G1�HI�JKLMNO���


PQ8�

○⾃治体は、対象事業に係る地⽅再⽣計画（複数年度

の事業も可）を作成し、内閣総理⼤⾂が認定

RST年度からの地⽅版総合戦略の本格的な推進に向け、地

⽅創⽣の深化のための新型交付⾦を創設
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③地域再⽣法に基づく交付⾦とし、安定的な制度・運

vM!"

地⽅創⽣の深化のための新型交付⾦（地⽅創⽣推進交付⾦）
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た雇⽤創出、地⽅への新しいひとの流れ、まちの活性化など
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（新型交付⾦）
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雇⽤創出、地⽅への新しいひとの流れ、まちの活性化など地⽅創⽣の深化の実現
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! 国の総合戦略における政策５原則等
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�<��QRSTを確⽴し�これを核とした観光地域づくりを⾏うH
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・周遊企画乗⾞券の設定
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道路、空港、港湾等）
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明確なコンセプトに基づいた戦略の策
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の確⽴
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略の整合性に関する調整･仕組み作り�

./0�123
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 例"着地型旅⾏商品の造成･販売、

56789:;<;�=)01 >
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地域住⺠

･観光地域づくりへの理解

・市⺠ガイドの実施
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地域⼀体の魅⼒的な観光地域づくり

戦略に基づく⼀元的な情報発信・プロモーション

「観光地経営」の視点に⽴った観光地域づくりの舵取り役���������������	
����

光振興の実現に向けた戦略を策定�������その戦略を着実に実現するための調整機能を備えた法⼈
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� 官⺠協働 ︓⽇本版*+,が観光地域づくりを⾏う対象としている	'()*�+��,-
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.,- ︓/0�	'()*�1234	
�-.���/01*+,の設⽴及びこれを核と

�$広域的な観光戦略の構築

2 56.,- ︓⽇本版*+,を調整主体とし、農林漁業、商業、交通など、観光以外の7895

6:;<=>4?@��,-

3 異業種間連携︓⽇本版 *+,による、商⼯会議所、農林漁業関係者等、観光関係事業者に限ら
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�789�����,-
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� 戦略実施主体の地⽅公共団体からの独⽴並びに地⽅公共団体及び協⼒を約束した複数の関連事

67�8��A�BCD�E�FG
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0>2責任ある総合的な経営・執⾏体制
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� 戦略に基づいて���1PQR4<STUV��WX�YZ

2 地域⼈材についての適切な育成の⼿⽴て・⼿段
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○クルーズで「海」から来訪する外国⼈観光客を陸上の観光資源をいかして地域に誘客����

����	
��������「海」の魅⼒と周辺の「陸」の魅⼒を組み合わせた新たな観光
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港湾管理者が、その協⼒団体、周辺の⾃治体、地域
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特産品の販売・プロモーションや、「陸」へのモビリティの
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航路やマリンレジャー施設でつながる複数市町村が、
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携し、陸上の観光資源や船旅、「海の駅」を活⽤した
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事業等を⾏い、海域・陸域⼀体の周遊観光ルートへの
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取組例①

取組例②

・事業推進主体組成経費（協議会の設⽴等）

・事業構想、計画⽴案経費
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・関係事業者からの賦課⾦や協⼒⾦、会費
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・広告料収⼊

・改装した古⺠家等の賃料収⼊
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将来的な財政的⾃⽴

�
�
�
�
�
	



出典︓内閣府 「地⽅創⽣推進交付⾦における先駆的な事業例」
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⽇本版ＤＭＯ形成・確⽴計画の提出
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農林⽔産業

○関係省庁の⽀援の重点実施
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関係省庁連携⽀援チーム
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新型交付⾦�����

関係省庁の施策の重点投下
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関係省庁をあげて、横の連携を強化し、地域の取組を強⼒に⽀援
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（１）⽇本版ＤＭＯを中⼼として観光地域づくりを⾏うことについての多様な関係者の合意形成
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⾏政や関係団体を
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できる⽴場で⾏政や幅広い分野の
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絡調整を⾏うため、⾏政や関係団

&=>?��@A���
��

�B���

C�DE"$)�F�G?*H

効に⾏われる仕組みの存在

（２）データの継続的な収集、戦略の策定、ＫＰＩの設定･ＰＤＣＡサイクルの確⽴ ���� 	
�

ＫＰＩの設定･ＰＤＣＡサイクルの確⽴

�観光消費額、延べ宿泊者数、満⾜度、

リピーター率の４項目は必須。
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戦略の策定

（３）関係者が実施する観光関連事業と戦略の整合性に関する調整･仕組み作り、プロモーション ����
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多様な関係者との戦略の共有

（例）観光地域づくりに関する定期
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地域⼀体となった戦略に
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（５）安定的な運営資⾦の確保

⾃律的･継続的に活動するための安定的な運営資⾦の確保の⾒通し

（例）収益事業（物販、着地型旅⾏商品の造成･販売等）、特定財源（法定外目的税、分担⾦）、

⾏政からの補助⾦･委託事業等。
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〇新型交付⾦の申請にあたっては
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海洋教育チーム⻑
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（海洋に関する国⺠の理解の増進等）

����� 国は、国⺠が海洋についての理解と関⼼を深めることができ
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発及び利⽤を実現するための国際的な取組に関する普及啓発、海洋に関
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C 国は、海洋に関する政策課題に的確に対応するために必要な知識

及び能⼒を有する⼈材の育成を図るため、⼤学等において学際的な教育
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の国⺠の理解を深めるとともに、海洋環境

の保全を図りつつ国際的な理解に⽴った

平和的かつ持続可能な海洋の開発と利
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断⼒、表現⼒を有する⼈材の育成を目指
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学習指導要領の次期改訂に向けた働きかけ
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